
　「インタラクティブシートを公開する際、ア

ンケート機能も使ったんですが、紙ベースで

配布していた時より回収率や、自由回答欄

の回答率が高くなりましたね。最近の学生

はスマホやパソコンがサクサク使えるので、

手書きより慣れているのかもしれません」。

　質問を投げかけて授業を
　リフレッシュ
　出席カード（アンケート）については、「リ

アルタイムで学生の意見が入って来ます

し、その場で公開できるのもいいですね。大

講義の場合、一方的な授業になりがち。途

中でコミュニケーションを取って、リフレッ

シュするという効果もあるんですよ」と、かな

り注目している様子。質問内容は、受講生

の意識調査や用語についての認知度を

測るものがほとんどだといいます。複数年、

同様のアンケートを行うことで、用語の認

知度や意識の変化も見え、授業に生かせ

るのだとか。

　「回答は強制していませんが、半数以

上の受講生が答えてくれますね。匿名提

出にしているので、気軽に参加できるので

しょう」。

　出席機能の活用についても、今後新た

な展望が。授業中、その場で思いついた質

問に答えてもらうような時には、ワンクリック

で番号を選ぶ出席機能（クエスチョン）、授

業前からあらかじめ質問を用意しているよう

な場合には出席機能（アンケート）というよ

うに使い分けていく予定なのだとか。来期

以降、活用幅がさらに広がりそうです。

ドの小テストも出題。つまり毎授業、3つの

小テストが公開されることになります。

　「最初のパスワードを間違っても、予備パ

スワードが正解すれば、本番のテストを受け

られる訳です。複数の小テストを設定した上

で、どちらか片方に合格すればOKとするか、

両方に合格しないと次へ進めないというよ

うにするか。前提条件の選択もできる

manabaの特長を利用しているんですね」。

　合格ラインを指定して
　段階的学習へ
　そもそも、段階的な学習を促すことを目

的に開発された前提条件のオプション。

今後は先生独自の応用的な活用だけで

なく、本来の目的でも利用していきたいと

いいます。

　「順を追って教える授業の場合、最初は

易しい問題から解かせて、合格したら少し難

しい問題へ進ませるというような使い方が

可能ですよね。合格ラインもコントロールで

きるので、同じテストで合格点を複数設定し

て、取れた点数によって次に進む問題を指

定するという仕組みにしてもいいでしょう。こ

の機能はもっと、活用できそうですね」。

さらに来期からは、前述のパスワードを小テ

スト（ドリル）で出題することも検討中とか。

複数回、解答できるドリル機能なら、予備

パスワードは必要ありません。小テスト（自

動採点）の前提条件に、小テスト（ドリル）

を設定するという合わせ技が可能なシステ

ムを上手く生かした応用スタイルです。

　アンケートの回答率・回収率を
　上げる
　次々、新たな機能の活用を試みている天

野先生。アンケート機能や、出席カード（ア

ンケート）もすでに使用しているとのこと。
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　小テスト受験のための
　小テストとは？
　manabaの小テスト機能で特長的なの

は、教員が指定した小テストで一定のスコ

アを取ってはじめて、次の小テストを受験で

きるという前提条件の設定が可能なこと。

天野先生はこれを応用して、小テスト受験

用のパスワードを設けているといいます。

　「『環境評価システム』では毎回、講義

で学んだ内容について、自動採点の小テ

ストを出題しているんです。受験資格は、

授業内に発表したパスワードの小テスト

で正解して合格すること。出席確認の意

味を持たせています」。

　場面や用途に合わせて
　条件を選択
　ただ、中にはパスワード解答時に入力を

誤る学生もいるため、併せて予備パスワー

「合格」を受験の
前提条件にする
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1環境評価システムの小テスト一覧画面です。自動採点小テストを用いて学生に出題しています。
小テストには前提条件を設定しているため、学生は受験条件を満たしてから次の小テストを提出します。
2環境評価システムのアンケート提出状況画面です。セメスターの中間頃に学生から意見を求める
インタラクティブシートでは、学生自身の学習態度の振り返りと授業改善に活かしています。
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